
までは、センターに来るまでは�きなものを�べたり、�きな時に�たり、当たり前にしていたのがどれだけ有り�かったかと。
���のことを⼀��えました。⾃�の�とか兄�とか��ですね。
��では、責任あるポジションを任せてもらっているので、みんなの⼿�になれるようにというのと�の気持ちを�えるということを�えて��って⽣活しています。
事では、まず技�を�につけて、同じ��で例えば、仕事のない�や仕事を�している�たちの⼒にはちょっとでもなれるように、⾃�で��を持てるようにしたいなって�えています。
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���では����復�促�センターと��してセンター⽣の更⽣�援とともに地域活性�に�り�んでいきます。この共⽣のまちづくりの��をご理�いただき、ご協⼒をお願いします。
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 〜みねとの橋�し〜

共に⽣きるまち   みね
Living Together in a Harmonious Community 

美祢市
Mine City

×
美祢社会復帰促進センター
Mine Rehabilitation Program Center



センター⽣の活動

職業訓練…
受刑者に就業に関するスキルの習得と職業意識の改善
への機会を提供しています。

『定期的な職業訓練の機会確保』

 例）必修職業訓練・ITスキル養成など

『職業意識、社会貢献意識を啓発し、勤労意欲の

            育成を促す内容の提供』

 例）⼿話基礎・ボランティア啓発など

『基本的かつ汎⽤性の⾼い知識・

                技術の確実な習得』 

 例）安全衛⽣・品質管理・環境配慮など

『労働需要に合わせた科⽬の柔軟な開発』
 例）調理師科・クリーニング科・製パン科・ホー
ムヘルパー2級・コンピューターデータ⼊⼒など

復帰センターの
地域との共⽣

●「豊⽥前 愛のまごころ矯正展」の開催

●センター⽣が考案したパンをする

 「みねマーケットプロジェクト」開催

●市内事業者による刑務作業・職業訓練での連携

●復帰センターの⾒学（⼀般開放）

●復帰センターでの地産地消、地元住⺠の雇⽤

●施設内の⼀般⾷堂の開放

●豊⽥前公⺠館の創作展、清掃活動をはじめとする

各種市⺠活動への参加

●地域団体・住⺠によるクラブ活動への協⼒ など

●センター職員による各種スポーツ⼤会への参加

復帰センターにおける
職業訓練・教育

地元特産品のポスター作製

フラワーアレンジメント

外部通勤作業

∼作成後は地元⼩学校への寄贈∼

∼地元企業へ出向いての作業∼

∼特産品のPR・周知∼


